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(1)20年度「子どもファーム・ネット活動コンクール」／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第一次入選作品　決定
◆◇＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝◇◆

　全国子どもファーム・ネット推進協議会とＪＡ全中は12月8日、「
平成20年度子どもファーム・ネット活動コンクール」の第一次審査
会を開きました。

　今回は全国の86校・施設から206作品の応募があり、その中から第
二次審査選考の対象グループとなる49作品を決定しました。

　どの応募作品も創意工夫にあふれ、楽しい作品ばかりでしたが、
第一次審査会では、(1) 自主性（子どもたちが自主性を発揮してい
るか）、(2) 企画性（活動に創意工夫がなされているか）、(3) 地
域とのつながり（人との出会い、地域からの学びがあるか）、(4) 
表現性（表現力に富んでいるか）、(5) 継続性（活動が継続して取
り組まれているか）等を審査基準にして、幼稚園・保育所、小学校、
中学校の3部門において審査が行われました。

　入選された全国49グループにつきましては、1月31日（土）に開催
する「子どもファーム・ネット全国交流会」に招待し、農林水産大
臣賞、文部科学大臣奨励賞、全国農業協同組合中央会会長賞、審査
委員長特別賞、さらに会場で子どもたちが選ぶ、子どもファーム・
ネット大賞を決定し、表彰する予定になっております。

　 入選されたグループの皆さん、おめでとうございました。1月31
日、東京でお会いしましょう。

　また、今回は惜しくも入選されなかったグループの皆さん、来年
の挑戦をお待ちしています。

◆◇＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝◇◆
(2)収穫物を対面販売、新メニューで料理対決...
　　　　　　　　　　　　　　　　　／中学生のユニークな授業
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  全国で取り組まれている中学生の農業体験学習の中で、ユニーク
な授業が行われています。単に「農作業体験」に終わらせず、「地
産地消」や「マーケティング」の発想を取り入れたり、「新メニュ
ー開発」などに結びつけたりして、中学生ならではの特色のある授
業となっています。

  その中でも、ＪＡと地元中学校が連携した取り組みを紹介します。

(その１）

　長野県のＪＡ木曽と王滝村立王滝中学校の事例では、伝統野菜の
「王滝かぶ」を地域学習の教材に使っています。総合学習で、は種
・収穫・漬物加工を体験し、できた「すんき漬け」で新メニューを
開発。テレビの料理対決番組のように、調理過程や指導農家のイン
タビューをビデオに撮り、文化祭で上映しました。どっちの料理が
勝つか――全校で投票してもらう、この部分が生徒会活動です。
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（その２）

　和歌山県の海南市立亀川中学校は、ＪＡながみねの栽培指導を受
けながら、学校農園で10種近くを栽培しています。全学年が通年で
取組み。栽培した野菜は、文化祭やJA直売所で対面販売します。直
売所で売る前には他店の市場調査をして値決め。文化祭での売上金
は、翌年の種苗代になります。

◆◇＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝◇◆
（3）会員団体紹介（6）／社団法人　全国子ども会連合会
　　 会員団体紹介（7）／社団法人　農村環境整備センター
◆◇＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝◇◆

【社団法人全国子ども会連合会】

　社団法人全国子ども会連合会（会長：山中睦夫）は、45都道府県、
11指定都市連合組織の代表者を社員とし、関係諸団体と提携して、
地域で子どもたちの健全な育成に携わっています。子ども会は、子
どもたちの組織とその育成に携わる育成会大人の組織が一体となっ
た全国約11万団体、総会員数約500万人を有する組織です。

　主な活動は、地域を調べ、ハイキング・早朝体操・キャンプ・ス
ポーツ・年中行事等を子どもの手により展開しています。また日常
の活動として挨拶運動・二酸化炭素削減運動などに取り組んでいま
す。

　活動内容の詳細は、ホームページ
（http://www.kodomo-kai.or.jp）をご覧ください。

【社団法人　農村環境整備センター（acres）】

　農村環境整備センター（理事長：中村桂子、略称：acres）は、自
然、景観や文化などの農村環境について、整備・保全・活用に関す
る調査研究、技術開発、普及啓発等を行い、広く国民が求める美し
い農村の創出や、農村環境の保全に貢献する団体です。

　人の自然への働きかけにより形成されてきた農村地域を環境教育
の場として活用する「田んぼの学校」や「生きもの調査」を、教材
開発、指導者育成、ネットワーク作り等によって推進・支援してい
ます。

　活動の詳細は、ホームページ（http://www.acres.or.jp/）をご覧
ください。

◆◇＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝◇◆

●本メールは、これまで「子どもファーム・ネット」にグループ登
　録を頂いている代表者の方に配信しております。

　グループ登録は毎年更新の手続きが必要になります。

　グループ登録を希望される方は、下記の登録フォームに必要事項
　を入力して送信して下さい。

　http://www.kodomofarm.net/entry/index.html

●また、配信をご希望されない方は、お手数ですが下記のE-Mailア

　ドレスにご連絡下さい。

　jimukyoku@kodomofarm.net

●お問い合わせ

　本メールに関するお問い合わせは、 kodomo@kodomofarm.net　
　までご連絡下さい。

◆◇＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝◇◆
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